




































































































































































































































石油会社の売上高利益率(3月決算)は, 1993年(10社) 1.3%, 1995



















































年7月14日, 1999年10月13日, 2000年2月17日, 18日, 5月16日, 6月2














































































































































































































































































































































注;GMグループ:GM, Vauxhall, Opel,いすゞ,スズキ, 01年は富
士重工含む. Fordグループ;マツダ, Volvo Car, Land Rover, Skoda,
Jaguar, AstonMartin｡ TOYOTAグループ;トヨタ,日野,デイ-ツ｡
Nissan-Renaultグループ;日産,日産ディーゼル, Renault｡ VWグルー
プ; VW, Audi, Rolls Royce Motor Car｡ PSAグループ; Peugeolt,
Citoroen. Fiatグループ; Fiat, Lancia, Ferrari, Alfa Romeo, Meserati
lveco｡ Hyundaiグループ;現代自動車,起亜自動車｡
資料;日本自動車工業会F主要国自動車統計』 1990年, 42, 3頁, 1991









































































































































































































































































































































































































日産のプリンス日工吸収(66年), British Motor HoldingsとLeyland Motorsの
合併によるBLMCの形成(68年), PeugeotのCitoen買収(74年), Volvoの








年計画｣ ((∋新型車導入, ②不採算部門の整理, ③他企業との提携拡大などによる
経営の国際化, ④生産体制の自動化･合理化促進等)を開始した｡このとき部品･






4) BMWは1995年ごろからRolls Royce Motor Cars-8気筒, 12気筒エンジン
と主要部品を供給,この供給を1999年7月までに停止することを決定｡他方,
VWはAudiを通じてVickersのエンジン部門であるコスワースを買収｡ 1999年















































































































































































































































































































































































































































































8)以下, 『日本経済新聞』1999年1月11臥1月28日, 2月24日, 3月24日, 9月
4日, 10月8日参照｡
9)絵合技研株式会社『'99自動車部品のシステム化,モジュール化及び業界再編成の



















































結会計)及び売上高純利益率は,それぞれ, 1996年127億円, 0.4%, 1997


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































年に11.7%, 17.6%, 49.4%, 21.3%, 1997年に5.6%, 22.5%, 49.4
%, 22.5%, 2002年に0.8%, 6.8%, 85.7%, 6.7%である｡
次にRVタイプにおけるフルライン体系について観察する(仝乗用車の
生産台数に占めるRVの割合は95年48.5%, 96年50.7%, 97年50.8
%, 98年53.8%, 99年52.6%, 00年57.1%, 01年54.3%, 02年63.8%
である)0
1990年代初め頃から｢脱セダンの時代｣になり,そのニーズに対応して
三菱自工は｢パジェロ｣ (82年投入｡以下同じ) ｢シャリオ｣ (83年) ｢ミニ
カ･トッポ｣ (90年) ｢ブラボー｣ (90年)等の既存RV市場に新たに｢RVR｣
(91年) ｢ストラーダ｣ (トラック系RV｡ 91年) ｢ディアマンテワゴン｣ (93
午) ｢デリカ･スペースギア｣ (94年) ｢パジェロミニ｣ (94年) ｢パジェロ
















































































































































































































































































































































































地域 ?ｩgｲ?ﾄ大陸 ?(??Aジア 
午 ??"?002 ??"?002 
GM ?B經?縒?7.559.8 ?ゅ?r??.97.3 
Ford 湯縱???1.558.2 ?r縱3?2?.ll.2 
Daimler ?b紊???6.454.6 ?b緜#偵2?.60.9 
(三菱 都r?s2繧?4.715,6 迭?b絣?.04.1) 
Renault ?r經#偵b?7.317.3 鉄B?S?r?.92.4 
(日産 鉄2?SR??8.829.9 ?ゅ?B繧?鼈? 
トヨタ 都B?s?b?0.420.9 ??b綯?.01.9 













































































ら2000年度において,それぞれ, 464億円, 810億円, 90億円の赤字であ
った(それぞれ,売上高営業利益率は-2.0%,-3.2%,-0.3%)｡これ以
降黒字となり,増加傾向を示している｡当期純損益はどうか｡ 1998年度を
境に,それ以前の4年間は黒字,それ以後の5年間は赤字である｡売上高
110
の増加と有利子負債の減少,再編成と再建の成果が2002年度に一部分現れ
ている(03年度にはより明白である)0
自動車産業における再編成と再建は,大雑把には,企業及び企業グルー
プが保有する自動車事業を乗用車部門と商用車部門に分離して,独立ある
いは売却することで,また乗用車部門においては各社が抱える弱点(品揃
え,販売地域･販売網など)を補うことを目指して実施されたといってよ
いであろう｡それぞれの企業及び企業グループの成果が2002年3月現在で
現れているか否かは明確でない｡しかし, 2003年3月, 2004年3月になる
と, ｢切捨てと集中｣の成果が現れているといえる｡ ｢切捨てと集中｣は,
ある面では,商用車部門をどのように処理するかという観点から行われた
といってよい｡この点を記して,この文を結ぶこととする｡
日産は日産ディーゼルの保有株式50 %の半分をルノーに売却することで
身軽に且つ乗用車部門再建の資金を手に入れた｡いすゞは日野とバス事業
を統合することでトラック事業に資金を集中することにし,また富士重工
とは米国の合弁事業を解消して, SIAを富士重工に完全に譲渡した｡GMは
いすゞ-の出資比率を48.5%から12%に減らすことで,いすゞの経営責
任感を高めることに,トヨタは日野への出資比率を33.8%から50.1%に
高めてグループ結束力を高めることにした｡三菱自工は乗用車部門と商用
車部門に分匪･独立し,それぞれにダイムラークライスラーの資本参加(秦
用車部門に37.3%,商用車部門に43%) ･役貞派遣で再建を図っている｡
ダイムラークライスラーはカナダの商用車メーカーウェスタン･スター･
トラックを買収し,また現代白が分離する商用車部門に50%出資すること
等で,商用車事業の強化を図っている｡ GMはスェ-デンの乗用車メーカ
ーサーブを買収, VWはボルボの乗用車部門を買収する一方で,スェ-デ
ンの商用車メーカースカニアに34%出資,ボルボはルノーのトラック部門
RV I及び米国子会社マック･トラックスを買収して,大型トラックで世界
第2位の会社になった｡等々｡このように,商用車部門における寡占化が
自動車産業における国際的再編　111
進む一方で,乗用車部門でも寡占化が進んでいるが,こちらは特にBRICs
の発展で混沌状態になるかもしれない｡
(追記;当論文は2003年度中に発表する予定であったが,筆が進まなかったた
めに1年延びてしまった｡当初は, 2002年末くらいまでの自動車産業の状況を対
象にしていたが,筆が進まないために2003年の状況に一部言及せざるを得なくな
った｡また当初は,複数の自動車関連産業に言及する予定であったが,努力不足
のため2003年6月に発表した｢鉄鋼業における産業組織と再編｣ 『専修大学社会
科学研究所月報』 No.480で済ますことにした｡)
